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中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

当社は、このたび、平成 34 年３月期を最終年度とする当社グループの中期経営計画（以

下「本中期計画」といいます。）を策定いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ．本中期計画の背景 

当社グループは、平成 28 年７月１日付で実施いたしました株式会社エフエルシーとの間

の経営統合により、同社の擁する強力な営業体制を軸とする当社グループ全体の販売体制の

再編と集約化を行い、当社の創業時からの強みである製販一体型体制のより一層の強化を図

ってまいりました。平成 29 年３月期において、当社グループの重要経営指標である「保有

契約件数」は当初計画された数値（44 万件）を大幅に上回る結果（47 万件）を収めました。 

今後の見通しにつきましては、わが国全体の経済景気は緩やかな回復基調が継続するもの

と見込んでおり、ホーム・オフィス・デリバリー業界（宅配水業界）においても、引き続き

緩やかな成長基調にあるものと見込まれます。その環境の中で、当社グループは、経営統合

の効率化などの効力をいかし、顧客基盤を強固なものとすべく新規顧客獲得の更なる強化を

推し進めることが最優先の目標であると考えております。これにより、先行的に獲得費用が

発生いたしますが、競争力を確立しつつある今期も踏み込むことで、今後の新規契約の追い

風になると判断いたします。また、既存のお客様に対しても、長期間継続してご利用頂ける

よう顧客満足度の向上に注力し、より安定的な収益を確保できる体制作りを進めてまいりま

す。 

 

Ⅱ．本中期計画について 

１．中期計画（平成30年３月期～平成34年３月期）の経営数値目標（連結） 

（注）EBITDAは「営業利益＋減価償却費」にて算出しております。 

  

 
平成 30 年

３月期 

平成 31 年

３月期 

平成 32 年

３月期 

平成 33 年

３月期 

平成 34 年

３月期 

ご参考：平成

29 年３月期実

績 
 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 

売上高 26,000 33,000 40,000 47,500 55,000 19,947 

営業利益 △850 300 1,000 2,000 4,000 △569 

EBITDA 2,700 4,300 5,500 7,000 9,500 1,788 



 

２．中期計画（平成30年３月期～平成34年３月期）の主要経営指標 

（注）万件未満の場合は切り下げにて表示しております。 

 
 

(注)上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいており、実際の業績は今後様々な要因によっ

て予想と異なる場合があります。 

 

以  上 

 

 
平成 30 年

３月期 

平成 31 年

３月期 

平成 32 年

３月期 

平成 33 年

３月期 

平成 34 年

３月期 

ご参考：平成

29 年３月期実

績 
 万件 万件 万件 万件 万件 万件 

新規契約件数 26 28 30 32 35 21 

期末保有契約

件数 
65 82 100 120 141 47 

 


